
令和 6年度第 1回多職種連携会議後のアンケート集計    

参加者数：56 名 

アンケート用紙回収：47枚 

 
 

１ 多職種連携会議について 
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アンケートの回答した職種（計47人）
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楽しい時間が過ごせた 面白くなかった どちらとも言えない

グループワーク（ワールドカフェ）について
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盛り上がった 盛り上がりに欠けていた どちらとも言えない

グループワークでの意見交換
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有効な話合いができた 有効な話合いはできなかった どちらとも言えない

グループワークでの話し合いについて
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良かった 長かった 短かった

グループワークの時間について
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良かった もっと重厚な内容の方がよい もっと軽い内容の方がよい 未記入

グループワークのテーマについて
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増えた かわらない 未記入

今回の参加により「顔見知り」が増え

たか



 

   

  【理由】 

   ・知り合うこと、つながること、雑談的に話ができたのが大変良かった。 

   ・新見市の現状が良くわかりました。また、楽しい時間が過ごせました。 

   ・いろんな方と楽しくお話ができた。(２) 

   ・色々な話が聞けて良かった。（５） 

   ・普段関われない人と関わる機会ができた。（５） 

   ・楽しすぎる。 

   ・顔見知りが増えた。 

   ・ざっくばらんにお話ができました。（２） 

   ・普段は限られた人にしか関わることがないので、こういう場はありがたい。 

   ・今まで参加できていなかったが、参加したことで他職種の考え方など知ることができた。 

   ・わきあいあいと話せてよかった。 

   ・電話で話したことがあっても会ったことがない方が多く、初めましての方も含めていろいろな話が 

できて良かった。 

   ・声だけ聞いたり、名前だけ知っていたりする方と顔見知りになれた。 

   ・いろいろ情報交換できた。 

   ・構えずに話せたから。 

   ・市の将来の話ができたのはとてもよかった。 

   ・次回も参加したいと思ったから。 

   ・医師と看護師長のグループだったので、管理者の立場や事情など聞けて良かったが、ちょっと 

堅苦しくも感じて、聴取側でした。 

   ・色々な情報を聞くことができた。 

   ・新見に来たばかりで、地域の特性が少し理解できた。 

   ・いつもより職種を超えての話ができ、人柄も少し理解できたので。 

   ・いろいろと前向きな話が楽しくできました。 

   ・顔の見える関係ができた。 

   ・知らない人と顔見知りになれたから。 

   ・日頃お会いすることのない多職種の方々と交流でき、有意義な時間になりました。 

   ・初めての方と色々話すことができ、良いきっかけになりました。 
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参加して良かった 良くなかった どちらともいえない

本日の多職種連携会議に参加して



   

  【理由】 

   ・また職場の後輩を誘って参加したいです。 

   ・多職種の方と顔見知りになれてよかった。 

   ・楽しかった。知らないことが聞けた。 

   ・顔見知りが増えることで今後の交流につなげやすいい。（２） 

   ・何かと役に立つと思う。 

   ・勉強になりました。 

   ・顔繋がりができるから。 

   ・新見市に関わる職種の人と知り合えるから。 

   ・知り合いが増えると仕事がしやすい。楽しくなる。 

   ・気軽に行けるのが良い。 

   ・楽しく学べる。 

   ・横のつながりができて良いと思います。（２） 

   ・「機会がある」というのはとても大事だなと思う。 

   ・何度か会うことで名前と顔が一致する。 

   ・このくらいの雰囲気は参加しやすいから。 

   ・継続しないと成果として出てこないと思う。 

   ・経験や職種ならではの話などが聞けて楽しかったため。 

   ・顔が見える関係が築けたから。（２） 

   ・新見の現状を知ることができるから。 

   ・多職種と話をする機会がなかったので、こんな研修ができ、仕事の疲れが取れたようです。 

   ・色々な業種、職種を知る機会になった。 

   ・今日のような楽しい会はとても良いです。 

   ・新しく顔見知りになる人もいるため。 

   ・お仕事の中だけでは話をする機会もないので、話をしたことがあるというだけで連携しやすく 

なるので。 

   ・交流や意見交換ができて良いため。 

   ・自発的にこの集まりはできないと思うので、定期開催が望ましい。 

   ・今回は堅苦しくなく楽しかったです。 

   ・多職種とつながることができる。 

   ・とても有意義な時間を過ごすことができました。 

   ・楽しく話せたので、大成功だったと思います。 
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した方がよい しなくてもよい

今後の多職種連携会議について



２ 感想 

  ・研修といって構えていたけど、明るい場で思っていることを話せることが良かった。参考になる話、 

アイデアが聞けて良かったです！元気いただきました♡ 

  ・内容が充実して大変良かったです。今後の業務に繋げていける会議でした。ありがとうございました。 

  ・きっと○○（職種名）は私くらいだろうから話が合うかなーと思いましたが、みなさんたくさん話を 

されていて、その中で話ができて良かったです。楽しく参加させていただきました。 

  ・堅苦しくなくてよかった。 

  ・話しやすい雰囲気で良かった。 

  ・本当に楽しかったです。 

  ・さらに連携を深めるためにラインワークスを導入してほしい。 

  ・気軽に楽しくお話できました。楽しかったです。 

  ・もう少し仕事に関わるテーマが欲しかった。 

  ・楽しく学ぶこと（交流）ができた。 

  ・楽しい時間が過ごせてよかったです。 

  ・経験年数別でのグループ分けは良かったと思います。語り足りないくらい盛り上がりました。ありが 

とうございました。 

  ・ワールドカフェのやり方についてもう少し打ち合わせがあっても良かった。 

  ・楽しかったです。（３） 

  ・人見知りなので緊張したけど、楽しく意見を出せた。 

  ・今回は経験年数でグループ分けしていると伺っていたので、全体発表では➀～⑩全体の意見が聞きた 

かった。中堅グループの意見は興味深く聞けた。今後についてしっかりした考えを持ち、将来新しい 

活動をしていただけるよう期待できる意見と捉えました。 

  ・参加させていただけて良かったです。ありがとうございました。 

  ・いろいろな方と話すことができたので楽しかったです。 

  ・久しぶりに会えた人や初めての人とも仲良くなれて大変有意義だった。 

  ・顔見知りができた。次につなぐことができそう。 

  ・アイスブレイクで緊張が取れた。 

  ・意見は活発に出ました。住みやすい街にするため、今日出た意見を是非実現してほしいと思いました。 

  ・今年度働き始めた方の紹介や施設の介護職員さんも参加され、さきがけホスピタルさんからも参加さ 

れており、この会議の積み重ねを実感しました。いつもありがとうございます。 

  ・グループワークがとても楽しくこのような会議も良いと思った。 

  ・ざっくばらんな話ができた。 

  ・時にはこういう会も大事。夢が語れたり、お互いの人や仕事を知り合えたりできる。 

  ・次回も参加させていただきたいと思います。 

  ・楽しく話せてよかったです。 

  ・仕事の話だけではなく、地域のことを話しながら、和気あいあいとした時間が過ごせました。 

  ・ありがとうございました。 

 

３「難病」について知りたいこと 

  ・難病の方の困っている事 

  ・色々な人が関わらなければいけないと思うので、今日のようなきっかけで一緒に支援してくれる人を 

集められるといいが、どうしたらいい？ 



  ・筋ジスや脊椎小脳変性症など 

  ・難病受給者証の申請の流れ、更新の流れ。その中でどんな職種が対応していて、シャドーワーク的に 

なっているとか、なっていないとか。よい申請・更新の対応方法をみんなで考えたいです。 

  ・整形以外の難病について知りたいです。 

  ・新見市自治体の体制 

  ・難病とは？診断されたらどうしたらいい？(本人は？周りは？) 

  ・発症時のサインなど、観察ポイントを知りたい。 

  ・パーキンソン病についての講演が聴きたい。 

 

４今後、「多職種連携会議」で話し合いたいテーマ 

  ・アルコール依存症の方等の支援 

  ・認知症について 

  ・こういう交流は度々あったほうが良い。 

  ・自部署アピールポイントなど、良いところを教えてもらいたいです。良いところを見習いたいので。 

  ・困難事例のケース検討。例えば認知症があって入院治療できない方の支援や虐待ケース対応など。 

  ・ＳＮＳの利用。 

 


